
《
木
の
鳥
居
・
三
》

源
平
屋
島
の
合
戦
で
起
死
回
生
の
作
戦
に
出

よ
う
と
し
た
平
氏
水
軍
大
将
の
田
口
左
衛

門
教
能
（
の
り
た
か
）
と
源
義
経
（
よ
し
つ
ね
）
の

腹
心
・

伊
勢
三
郎
義
盛
（
よ
し
も
り
）
が
琴
弾
山

で
出
会
い
ま
し
た
。
手
勢
一
六
騎
の
義
盛
に
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③：え答

琴
弾
八
幡
宮
は
十
王
堂
か
ら
琴
弾
山
上

の
本
殿
ま
で
石
段
が
続
い
て
い
ま
す
。

本
殿
ま
で
は
何
段
で
し
ょ
う
？

①
一
八
一
段

②

二
八
一
段

③

三
八
一
段

私
た
ち
は
「
琴
弾
公
園
の
魅
力
を
高
め
る
」
こ
と
を

主
な
目
的
に
し
て
い
る
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
す
。
歴
史
的
な
も
の
を
見
直
し
、
郷
土
愛
を
高
め

ま
ち
を
も
っ
と
元
気
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

毎
月

第
１
月
曜
日

午
前
八
時
～
九
時

今
月
の
清
掃
日
は

３

月

１
日

で
す
。

（
雨
天
・
・
・

３
月
８
日
）

琴
弾
公
園
の
池
付
近
に
集
合

み
ん
な
で
い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

※

問
い
合
わ
せ

０
８
０ｰ

３
２
１
１-

１
９
６
２

観
音
寺
市
商
工
観
光
課
・
生
活
環
境
課
承
認
済

【
琴
弾
公
園
ク
イ
ズ

㉓

】

◆
い
い
ま
ち
づ
く
り
観
音
寺
輝
き
隊
◆

『
輝
き
隊
通
信
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
』
と
検
索

ま
た
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
こ
の
通
信

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
観
音
寺
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
輝
き
隊
通
信
は
見
ら
れ
ま
す
。

れ
の
身
に
な
り
教
能
の
父
で
あ
る
重
能

（
し
げ
た
か
）
も
武
運
尽
き
る
と
察
し
て
降
参

し
た
。
」
と
説
き
ま
し
た
。
義
盛
の
命
が

け
の
熱
弁
と
「
父
捕
わ
る
」
の
報
せ
に
教

能
の
心
は
大
き
く
動
揺
し
、
「
一
門
こ
と

ご
と
く
打
ち
破
ら
れ
て
は
、
こ
の
上
戦
っ

て
も
無
益
な
こ
と
。
屋
島
の
戦
い
に
間
に

合
わ
な
か
っ
た
の
が
武
運
の
つ
き…

」
と

源
氏
の
軍
門
に
降
（
く
だ
）

り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
源
氏
は
勝
利
し
、
敗
れ
た
平
氏

は
屋
島
か
ら
海
路
、
彦
島
（
下
関
市
）
に
落

ち
て
い
き
ま
し
た
。（

参
考
：
観
音
寺
ミ
ニ
百
科
）

【
琴
弾
公
園
ヒ
ス
ト
リ
ー
⑩
】

◇
◆

公
園
清
掃
日
に
つ
い
て

◆
◇

❁ ―― ● ―― ❁ ―― ● ―― ❁ ―― ● ―― ❁ ―― ●

気
を
許
し
た
教
能
は

太
刀
を
外
し
十
王
堂

で

相
対
し
ま
し
た
。

義
盛
は
「
屋
島
の
戦

い
は
源
氏
に
勝
運
が

傾
き
平
家
方
の
多
く

は
討
ち
死
か
捕
ら
わ

し
た
山
で
、

「
父
神
山
（
ト
ト
カ
ミ
ヤ

マ
）

」
が
転
じ
た
も
の
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
観
音
寺
市
池
之
尻
町
に

三
豊
市
に
あ
る
「
爺
神
山
（
ト
カ

ミ
ヤ
マ
）

」
は
神
代
に
伊
邪
那
岐

命
（
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）

が
降
臨

あ
る
「
母
神
山
（
ハ
ガ
ミ
ヤ
マ
）

」
は

伊
邪
那
美
命
（
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）

が
降
臨
し

た
山
で
こ
の
二
つ
の
山
は
夫
婦
山
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ザ
ナ
ミ
は
い
つ
も
鈴
を

振
っ
て
イ
ザ
ナ
ギ
を
訪
ね
、
忘
れ
た
鈴
が
土

中
に
埋
も
れ
て
鈴
石
に
な
り
ま
し
た
。
鈴
を

鳴
ら
し
な
が
ら
愛
す
る
人
の
山
に
通
う
姿
を

思
う
と
何
だ
か
切
な
く
て
、
い

つ
も
新
幹
線
の
遠
距
離
恋
愛
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
思
い
出
し
て

し
ま
い
ま
す
。

（Ｍ）


